
皐天

馬皇

t
t
s
s

・

-
J
4
f
!
h
L
e
t
h
i
dザEf
p
f
E
E
e

で

J

一
成
さ
れ
、
大
会
を
立
派
じ
む
か
え
る
こ
一

h
tリJ
3
4
3
〉

J
-
s
i
a
-
-
F
N

一
区
閣
盤
強
の
概
要
-
コ
い
で
鋭
倒
せ
一
一
円
十
五
日
総
務
常
飯
器
再
開
会

4
2づ
けV
I
I
I

‘
一
二
十
三
日
文
教
常
伝
署
員
告

正
訟
聾
を
し

τ

一
言
し
き
ま
す
き
に
努
力
し
て
お
り
一
い
士
丹
師
二
聴
取
し
え
一
原
水
爆
禁
止
運
動
実
施
喜
に
ウ
い
一
議
集
第
一
一
一
十
一
琴
平
塚
駅
構
内
袋
容
陳
情
に
つ
い
て
襲

:
3
4
J
.

一
ま
す
。
一
一
韓
金
メ
号
…
一
十
官
産
業
常
任
委
員
会
一
て
襲
、
一
重
量
止
の
法
認
を
求
め
る
に
つ
一
陳
雲
事
毒
事
整
合
鴻

F
E

異
母
島
一
乙
く
語
十
回
弱
音
、
全
国
九
地
区
一

p
i
f
i
l
a
r
i
-
-

ふ
一
審
第
八
重
び
第
十
号
「
魚
市
場
一
二
十
六
日
氾
育
英
会
対
策
委
員
会
い
て
一
警
つ
い
で
の
審

自
費
綿
一
襲
撃
襲
一
を
一
巡
し
た
あ
ふ
言
つ
い
だ
も
の
土
日
量
常
重
雲
一
警
に
つ
い
て
の
審
」
に
つ
い
て
一
旭
育
英
会
丹
こι
に
つ
い
て
審
議
…
議
案
第
一
一
一
十
一
一
号
露
露
止
陳
情
号
室
率
薬
草

一
で
、
い
わ
ば
古
い
形
か
ら
、
新
し
い
形
一
市
由
貿
そ
の
他
の
一
重
宇
当
に
つ
い
一
審
議
一
二
十
八
日
平
審
議
委
員
会
一
の
承
認
を
求
問
る
い
つ
い
て
一
築
に
つ
い
て
の
際
情

平
壌
市
で
臨
種
目
実
施
一
車
体
へ
出
発
し
よ
う
と
じ
っ
新
広
務
一
て
重
一
総
務
常
任
委
員
会
一
警
管
理
者
問
題
に
つ
い
て
霊
陳
情
第
十
一
号
雪
黙
申
告
章
一
際
情
第
七
号
結
水
害
護
審

:
一
一
慰
霊
で
す
。
県
民
事
実
智
一
五
日
五
警
合
管

L
つ
い
て
の
会
議
一
議
第
一
空
襲
懸
禁
止
運
需
一
二
十
九
日
旭
育
英
会
対
策
議
員
会
一
勧
誘
畿
に
つ
い
て

ω
陳
情
交
歓
警
つ
い
ず
あ
陳
情

第
十
四
震
は
襲
雪
一
一
一
。
、
選
手
一
言
は
、

5
2
3

亘
書
、
品
大
切
な
使
命
を
も
っ
第
十
一
議
室
議
員
長
り
互
つ
い
て
の
譲
」
に
つ
い
喜
一
泡
育
英
会

2

三
つ
い
喜
一
常
任
室
長
一
一
審
十
一
号
音
宮
襲

警
一
万
四
文
言
語
し
、
事
九
一
喜
一
一
一

0
0
名
、
遺
家
族
約
一
、
0
0
一
層
響
、
ほ
ん
と

zつ
に
国
民
の
ス
ボ
一
併
積
極
を
審
議
一
十
五
日
襲
常
芸
員
会
一

t
J
j
i
g
-
t
j

一
陳
情
第
十
一
一
一
号
下
童
謡
じ
っ
一
喜
一
義
に
つ
い
て
の
審

市
一
一
前
里
会
場
に
吐
か
れ
て
、
一
大
一

O

名
の
方
々
ほ
ど
を
、
競
輪
場
内
福
す
の
震
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
国
一
六
日
旭
裏
書
襲
員
会
一
審
第
一
一
一
号
「
護
霊
並
び
に
大
一
一
八
島
静
一
一
い
て
の
陳
情
(
建
設
常
任
霊
会
に
一
二
十
四
日
重
量
警
雲

ス
?
ソ
襲
そ
く
り
ひ
ろ
げ
ま
す
。
一
招
待
申
し
上
げ
、
商
事
を
お
き
一
等
ん
す
る
よ
う
に
っ
と
町
ま
し
ょ
う
。
焔

2
2

に
つ
い
て
喜
一
下
水
滋
清
掃
に
つ
い
て
川
陳
情
主
一
川
二
章
一
番
の
乙
と
に
つ
い
て
襲

号
主
大
会
材
、
九

B
i
z
-
5

ま
す
。
一
言
に
国
体
を
一
層
意
識
あ
る
も
の
じ
一
七
日
露
合
併
に
つ
い
て
の
喜
一
つ
い
て
審
議
二
議
金
メ
壱
干
奇
毒
講
義
長
会
一
二
十
五
日
塁
審
霊
会

か
ら
五
日
間
鎌
倉
市
山
水
泳
競
技
を
は
一
県
霊
長
、
雲
量
で
は
大
合
一
す
る
た
め
、
乙
の
国
体
空
襲
に
健
康
一
語
審
襲
撃
銭
に
よ
り
同
合
一
十
六
日
平
塚
襲
撃
雲
一

J
E
t
j
j
J
J
J
t
i

…
潜
の
筆
者
前
回
聞
に
つ
い
て
醤
議
一
署
長
会
の
と

ι
に
つ
い
て
襲

じ
め
と
し
て
、
外
一
一
会
事
要
員
一
言
ん
て
、
着
々
と
樺
撃
す
す
め
で
す
増
進
に
つ
毛
筆
返
事
、
一
併
問
題
を
審
議
一
書
管
理
需
要
ひ
襲
海
水
浴
一
音
霊
常
任
霊
会
ギ
七
日
須
重
量
現
場
額
一
箆
幾
常
任
委
雲

催
さ
れ
ま
し
た
。
一
お
り
ま
す
が
、
本
市
長
室
し
て
も
一
間
る
く
楽
し
い
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
に
一
十
一
日
童
書
署
員
会
一
場
施
設
の
こ
と
に
つ
い
て
喜
一
蚊
と
絡
を
な
く
す
荷
量
動
に
つ
い
一
平
塚
復
興
霊
童
古
伊
孝
一
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
経
重
量
に
つ

芝
十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
一
一
一
日
三
八
月
主
足
時
第
十
回
霊
体
育
一
し
ま
し
ょ
う
。
一
平
警
の
乙

ι
に
つ
い
て
重
一
十
八
日
毒
害
告
つ
い
て

-
2
一
て
審
議
一
道
に
つ
い
て
務
襲
警
置
し
と
い
ず
審
議

で
五
日
開
打
わ
告
す
秋
季
大
芝
、
一
室
神
奈
川
県
後
縫
合
露
支
部
が
紘
一
一
旭
育
英
会
対
策
委
員
会
一
議
一
十
一
一
日
金
員
協
議
会
一
一
一
十
日
公
営
重
喜
重
金
一
=
一
十
日
事
英
会
に
つ
い
ず
議
会

本
店
で
も
n

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、A
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

一
塁
会
のζ
ι
に
つ
い
て
提
言
皇
室
に
よ
り
宣
言
ゑ
普
及
び
喜
一
九
月
市
議
書
に
つ
い
て
審
議
一
、
語
、
イ

ツ
ケ
i

、
鼠
転
車
、
ハ
ン
ト
?
ん
の
一
五
一
草
君
愛
好
す
る
霊
感
情
の
復
興
一
議
会
議
員
の
山
里
求
町
て
経
過
説
一
島
署
警
一
五
に
つ
い
て
、
そ
の
他
を
審
議
一
二
十
二
日
建
設
常
任
童
会
一
焔
小
学
校
に
お
い
て
響
英
会
に
つ

量
R

一
一
、
五
六
一
一
一
人
の
選
手
せ
一
菌
体
主
拡
に
、
馨
し
い
到
果
を
も
た
ら
キ
い
る
一
塁
び
質
疑
応
答
を
し
た
一
二
十
一
日
厚
生
常
襲
塁
一
市
警
臨
時
会
一
体
育
館
濯
警
惑
に
つ
い
五
び
棟
一
い
て
経
過
積
善
質
疑
容
を
し

む
か
え
て
一
議
々
し
く
襲
さ
れ
ま
す
。
一
一
大
会
は
都
道
府
県
対
抗
の
方
号
、
冬
一
区
重
量
護
一
員
会
一
章
第
一
一
一
号
「
量
稽
修
に
つ
い
て
一
次
の
遺
書
議
定
し
た
十
情
第
十
一
一
一
号
「
下
水
道
出
番

L
つ
い
…
た
。
(
害
英
語
襲
員
会
長

大
会
第
一
吉
目
の
一
一
一
十
一
日
に
は
、
市
一
宮
体
育
大
会
は
、
震
の
鳴
に
ス
ボ
一
季
、
夏
季
、
撃
の
一
一
一
大
会
じ
分
か
れ
一
平
塚
量
一
霊
童
の
出
席
一
室
町
一
泊
襲
」
を
審
議
一
議
案
第
一
一
一
十
号
街
道
路
線
認
定
一
て
の
響
」
を
襲
一
議
)

襲
撃
長
量
戸
目
前
撃
を
お
週
一

i

ゾ
を
ひ
ろ
町
る
と
と
も
に
、
ス
ポi

…
再
わ
れ
ま
す
。
乙
れ
ら
の
大
会
章
一
一
言
、
正
三
三
〈
-
〈
一
三

zく
=
〈
z三

-
f
z一
主
主
主
←r
J一
三Z
5
3
1
5
5な
も2
2
3
2
1
2
2ミ

5
3
t
t
s
g

】
主
主
主5
3
2
ミ
L
J
E
ω
P
E
E
r
E
i
r
-
-
r

え
す
る
還
に
浴
す
る
こ
と
に
ほ2
3
精
神u議
宍
あ
わ
せ
て
震
の
健
一
じ
長
襲
闘
の
最
も
多
い
都
道
府
県

5
3

れ
町
長
時
詰
信
一
行
幹
一
昨
日
間

μ
一
位
都
民
駐
日
開
一
信
一

ル
ス
タ
イ
ン
共
翠
だ
、
未
皇
陛
下
の
一
の
祭
典
で
す
。
一
セ
ら
れ
ま
す
。
一

行
事
を
通
ぎ
、
乙
乙
結
び
、
乙
の
尚
一
己
の
大
会
も
凶
茎
ね
心
に
し
た
が
い
一
本
県
で
関
か
れ
る
の
は
、
夏
事
(
九
月
一
判

係
正
浴
す
る
ζ

と
は
、
感
懐
ひ
ι

き
わ
一
地
方
の
文
化
施
設
の
滋
備
拡
充
と
地
方
一
二
十
二
日

i
i

九
瓦
ニ
十
六
日
)
秋
季
一

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
o

←
体
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
其
に
関
額
一
の
同
大
会
で
す
。
一

E
z
a
a
霊
童
華
街
喜
重
量
豊
富

Z
Z
E
Z
Z
Z
a
m
z
z
z
E
E
Z
E
Z
E
E
E
E
Z
E
E
E
E
Z
E
E
E
a
Z
E
E
E
E
Z
Z

一
閉
山
穣
地
i
v

γ区
霊

f
c
t
i
p
F

一
だ
い
た
時
、
明
朗
せ
ず
し
ヱ
刀
才
の
ど
よ
一
よ
り
引
融

問
問
民
体
青
大
会
の
足
掛
一
め
き
が
外
苑
謀
長
室
主
し
た
一
宮
、
前

一
第
五
間
愛
知
大
会
は
、
昭
和
一
今
年
の
開

第
一
間
近
畿
大
会
は
、
終
戦
五
競
技
は
昔
前
野
垣
府
県
対
抗
の
形
式
が
一
二
十
五
日
讐
袋
知
県
下
て
行
わ
れ
ま
し
た
一
人
に
殺
円

の
い
た
で
さ
め
や
ち
ず
、
問
国
民
生
活
は
一

ι
ら
れ
、
察
官
民
旗
の
7
1
ク
も
国
体
の
一
本
大
会
か
ら
は
尚
貯
下
が
、
お
そ
ろ
い
一

越
空
襲
し
て
い
る
時
、
ス
ヂ
ツ
一
マ

1
2

し
て
制
定
さ
れ
、
号
、
国
一
で
雲
式
に
議
席
い
た
だ
く
誌
が
一

の
復
興
を
詮
皆
聞
の
国
擦
と
弘
、
、
昭
和
一
体
め
歌
「
若
い
力
」

F
決
る
な
ど
、
間
同
一
環
か
れ
ま
し
た
。
一

二
十
一
年
襲
警
中
心ι
し
長
食
会
事
が
一
段
ι
深
ま
つ
わ
』
O

一
第
六
回
広
島
山
口
大
会
一
聖

地
一
万
一
円
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
第
一
一
一
回
線
問
大
会
は
、
九
州
一
は
、
戦
災
の
最
も
ひ
ど
い
広
島
市
を
主
一
一
山

当
時
間
国
民
全
般
は
、
乙

ω
ょ
う
は
全
国
一
世
間
山
川
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
乙
の

M出
会
議
乙
し
ず
ム
餅
出
陣
さ
れ
ま
し
た
が
、
関
一
品
主

的
立
常
識
底
催
し
得
は
い
も
の
と
思
一
か
ち
総

μ口
優
勝
府
県
に
蚕
思
杯
、
女
子
係
者
の
努
力
見
合
り
盛
田
、
運
営
と
も
一
一

い
こ
ん
で
い
た
折
柄
、
競
技
関
係
者
の
一
総
合
俊
勝
府
県
に
皇
后
杯
が
綬
与
さ
れ
一
に
成
羽
な
牧
町
、
街
繁
の
な
か
じ
も
笑
一
自
民

f

立
派
議
室
り
は
、
震
に
力
強
い
一
一
障
害
が
充
実
し
ま
し
%
ま
た
、
一
の
あ
る
施
設
は
、
書
あ
ふ
れ
る
大
会
一
人

自
信
吾
与
え
、
大
会
の
ふ
ん
顔
気
は
清
一
本
大
会
な
り
一
閉
会
式
に
掲
げ
る
盤
炎
族
一
で
あ
り
ま
し
た
。
一
同
刈

雪
崩
窓
賢
官
た
三
、
日
本
再
建
一
が
、
前
開
催
地
か
ら
リ
レ
ー
さ
れ
る
と
一
第
七
回
策
北
大
会
問
福
島
一
舎

の
意
欲
を
た
か
酌
て
大
会
の
ス
タ
ー
ト
一
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
、
宮
城
、
山
形
心
一
一
一
換
で
開
聞
か
れ
ま
し
一
仁
し

を
飾
り
ま
し
た
。
一
第
腿
回
東
京
大
会
は
、
商
法
[
思
一
た
。
本
大
会
は
寝
間
霊
訪
独
占
話
実
一
一
抑
制

第
二
図
北
陵
大
会
は
、
事
右
中
心
に
一
行
わ
れ
、
先
例
義
っ
て
日
一
号
、
十
六
霊
り
に
露
オ
リ
ン
ピ
一
訪

問
様
、
戦
災
を
ま
ぬ
か
れ
た
石
川
県
金
一
本
体
育
協
会
と
東
京
都
吋
共
催
で
、
主
一
ツ
ク
に
参
加
が
実
視
す
る
な
ど
、
国
民
一
昨
ゆ

沢
市
を
申
心
に
北
陣
地
方
で
開
催
さ
れ
一
撃
事
警
に
よ
っ
て
間
警
告
一
じ

ι
っ
て
ス
ポ
!
長
良
心
年ι
し
て
一
慎

ま
し
た
。
当
時
は
、
量
的
-
民
乱
の

τ
た
。
閉
会
式
起
凶
器
神
宮
外
苑
り
一
義
深
い
も
吋
か
あ
り
ま
し
た
。
一
時

状
醐
間
に
あ
っ
て
、
と
か
ぐ
の
翌
五
東
京

3
7

言
、
五
菱
重
一
第
八
額
四
国
大
会
時
間
関
一
課

げ
し
い
僚
に
、
閉
会
誌
に
は
夫
義
援

T
r一
下
を
お
迎
え
し
て
、
タ
一
種
的
申
に
、
幾
一
四
県
仁
わ
た
り
関
か
れ
、
夫
議
髪
店
同
一
区

s

f
お
通
え
し
、
仰
ぎ
岡
地
る
内
日
の
丸
の
旗
一
百
吋
た
い
ま
つ
が
燃
え
、
空

J
Lは
砲
火
一
腹
示
、
高
松
皆
、
一
一
一
笠
宮
、
同
記
態
下
旬

ω
も
と
1
位
協
の
盗
を
時
び
さ
ま
さ
れ
一
が
さ
く
裂
し
て
、
絢
繍
た
る
人
揚
打
進
一
ぞ
お
迎
え
し
て
、
名
実
と
も
関
艮
の
ス

ド
感
激
の
大
会
で
レ
た
。
と
の
大
会
主
が
展
げ
ら
れ
陛
下
か
ら
お
言
葉
を
い
た

X
i
ツ
祭
典ι
し
て
熱
戦
の
絵
巻
が
く

り
れ
ま
し
た
。
一
自
然
の
申
で
雄
大
な
体
脊
の
祭
典
が
燦
一
、
O
七
五
名
の
若
人
に
よ
り
路
内
六
五
一

北
海
道
大
会
は
、
一
川
町
寸
品
川
か
れ
ま
し
た
。
一
七
、
昭
一
件
空
間
し
、
十
豆
一
十
七
日
一

市
を
申
心
に
、
北
海
道
の
大
一
一
は
本
市
を
透
過
、
十
月
三
十
日
午
前
十
一

l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-

一
一
時
四
十
分
開
会
式
場
一
一
一
ツ
沢
麓
携
場
一

自
体
大
会
旗
一
(
横
浜
市
)
詰
着
し
ま
す
。
一

本
市
謹
惑
は
二
十
七
日
一
日
河
口
問
昨
日
間
信
料
一

ち
隙
催
地
ヘ
ベ
リ
レ
i
L
盟
ぎ
の
も
と
に
リ
レ
ー
に
よ
り
運
ほ
れ
一
を
出
諾
し
た
大
会
族
同
十
二
時
寸
回
一

一
一
が
れ
て
お
り
ま
す
国
体
大
会
一
十
月
二
十
二
日
午
後
一
時
東
京
都
よ
り
一
叶
治
水
橋
窓
側
で
大
磁
防
よ
り
受
継
吉
{

年
度
額
出
陣
地
北
逗
埠
か
ら
、
一
川
崎
市
穴
郷
穏
で
受
継
ぎ
本
県
に
入
り
一
下
記
の
コ

1

ス
に
よ
り
市
内
を
一
周
し
一

催
地
本
来
ま
で
、
多
数
の
若
一
主
す
。
一
ま
す
。

一
れ
、
大
会
ω
趣
言
語
伝
え
、
一
本
県
に
入
っ
て
か
ら
二
回
一
一
一
区
間
、
六
一

凶
U
U
凶
凶
は
同
け
同
日
射
割
引
制
司
川
外

一
一
般
男
子
一
六

O
問
問
一

一
日
般
女
子
一
一
一

O
八
一

バ
月
ク
ヲ
ト
ボ
l
y

一
高
校
男
子
一
一
一
一
一
O

一
二
二O
弓

ハ
平
塚
市
立
見
総
合
体
育
館
よ
れ
校
女
れ
一
一
一
一
一

ω
一

z

，
.
一
日
般
男
子
一
一
一
一
五
一

ホ
ッ
ケ
ー
一

a
i

ー
:
:
一
一

!
?
:
l
i
l
i
-
-

一
高
校
男
子
一
一
三
五
一

(
ホ
湖
一
了
場
開
公
園
醐
)
一
女
平
オ

1
プ
ニ
一
一
一o

一

一
一
般
閥
均
子
一

円

y

ド
ボ

i
y

一
一
鮫
女
子
一

(
議
匙
帰
還
ニ
誌
は
日
一

転
章
一
一
段
一

ハ
苓
出
掛
競
輪
場
〉
一
高
校
一

計
←
一

自A 
ロ

一
六
四
四

間
一
七

蕊
六
一
一

。

。

ぬ塚、平



五
、
市
民
警
お
原
水
爆
禁
止
署
名
一
大
会
一
一
日
目
の
各
議
会
場
の
結
果
を
言
葉
さ
告
。
問
事
持
っ
て
縁
組
た
欝
警
幹
一
①
狩
撃
で
寄
る
護
を
受
け
、
一

ζ
ど
し
は
、
襲
撃
害
わ
が
恩
一
銀
行
、
龍
谷
事
謀
議
室
町
わ
C
2
3
4
な
蓄
の
事
量
A
I

簿
は
一
九
、
五
九
六
名
と
な
り
ま
し
た
春
、

ζ

の
一
報
告
革
お
思
舗
が
題
一
震
に
イ
ン
ド
重
注
量
あ
い
一
重
義
援
り
に
吉
て
下
さ
い
。
'
一
警
官
申
狩
霊
に
緩
め
る
喜
一
-
弘
、
き
ま
レ
て
な
勺
八
十
周
年
の
喜
一
せ
ま
す
と

Y

替
市
だ
け
で
も
豪
華
一
段
、
融
唱
え
た
た
け
、
各
市
町
枝
へ
織

的
六
、
当
初
八
月

Z
E
E
-

。
一
さ
つ
に
よ
り
二
一
一
日
間
わ
た
っ
議
室
、
十
聖
書

2
2

返
っ
長
気
鋭
で
狩
猟
す
る
場
合
一
ロ
ロ
ロ
ロ
深
信
号
害
事
わ
け
で
あ
芸
七
一
資
さ
れ
る
お
金
き

5
2

諮
問
開
会
に
つ
い
て
は
、
郡
今
~
ぢ
の
つ
い
で
別
演
の
よ
う
に
、
大
会
箆
替
の
京
銭
禁
止
世
界
大
会
は
怒

J
し
た
。
一
麻
薬
品
選
者
な
ど
の
忍
国
寄
せ
受
付
一
②
狩
猟
法
に
定
的
る
富
島
管
内
獣
豆
、
全
国
口
貯
金
高
一
朝
穫
貯
金
交
円
で
も
、

ζ
弘
た
けη
鮫
一
り
ま
す
。

、

f

四
-
詰
び
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
九
百
票
号
、
豊
一
等
大
会
宣
言
一
…
ら
れ
ま
せ
主
主
義
葬
っ
て
い
一
襲
撃
う
つ
場
合
一
金
融
日
早
量
つ
ナ
点
検
察
が
で
き
た

E

寄
れ
存
市
民
ゆ
一
つ
き
ま
し
て
は
、
襲
警
接
あ
た

日
考
会
一
日
護
し
ま
し
長
一
ー
す

M
3
2

が
忠
一
月
十
一
一
日
夜
見
聖
公
会
堂
に
お
い

L
i
l
l
i
-
-
l
i

豆
、
事
知
り
合
い
の
人
に

1
2襲
撃
が
還
し
た
射
撃
一
時
轟

t
k

ち
か
く
五
一
位
襲
安
定
し
、
警
的
に
も
笠
宮
一
び
、
産
省
、
革
、
高
橋
韓

日
燦
禁
止
霊
平
塚
市
実
一
番
問
一
言
、
一
:
一
広
島
大
会
へ
平
塚
市
の
襲
と
し
て
出
一
一
空
気
銃
を
金
背
中
り
の
方
は
一
る
な
ど
し
て
霊
長

5

う
一
場
で
空
気
銃
に
よ
る
射
撃
を
す
る
場
一
髄
月
言
議
す
一
な
っ
た
わ
げ
で
あ
り
ま
す
。
霊
貯
量
一
入
団
体
審
議
袋
、
童
会
会
、

引
持
臨
時
刊
誌
詩
唯
一
柄
引
日
軒
続
針
転
一
日
日
時
間
経
日
開
一
す
ぐ
麗
出
ぞ
一
れ
一
一
訂
い
い
の
許
可
裏
げ
た
怨
一
ト
公
殿
、
署
長
な
宅
一
轄
韓
三
品
目
れ
吋
一
軒
目
引
終
日
間

M
Mぽ
一
臨
時
間
関
日
投
与
リ
錯

す
言
語
申
し
上
げ
、
あ
わ
せ
一
警
告
昏
援
護
し
た

o

一
大
会
で
御
講
演
さ
れ
年
霊
喜
一
震
は
こ
を
言
語
っ
て
一
室
に
さ
五
く

ζ
毛
、
友
人
一
気
号
室
号
、
次
の
場
合
一
義
鋭
苛
む
き
出
し
の
ま
ま
選
ん
だ
り
一
轍
噌
閉
じ
お
き
ま
し

E
一
へ
貸
付
さ
れ
、
風
著
書
復
興
資
金
一
て
「
空
襲
警
貯
金
特
選

一
てAZ後
吋
乙
の
警
に
一
獲
の
御
支
援
…
閥
、
八
月
十
ニ
日
夜
、
最
台
公
会
堂
一
(
日
李
術
会
議
合
員
、
世
界
芸
評
一
い
る
乙
主
自
由
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
か
ら
借
り
長
つ
乙
と
も
許
可
が
必
要
一
の
ほ
か
は
必
ず
袋
に
入
れ
る
か
警
に
一
事
選
な
と
語
ら
っ
て
射
っ
こ

ι

一
聾
司
1

二
十
七
年
度
に
一
学
校
の
建
設
、
審
議
の
建
設
資
に
一
襲
五
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

命
τ
お
頗
い
し
ま
す
。
!
一
に
お
い
て
語
会
を
開
催
、
棄
を
お
一
襲
評
議
開
、
富
襲
所
長
)
で
レ
一
事
故
事
い
の
で
第
ニ
十
一
一
閥
会
で
「
一
手
。
一
入
れ
る
か
、
又
は
警
で
夜

f
L発
射
音
量
ひ
の
途
反
に
な
り
手
電
一
章
車
問
は
空
九
回
男
尚
一
水
道
め
襲
資
金
、
霊
設
境
改
良
一
わ
が
平
塚
市
民
主
し
て
も
、
義

制
'
な
お
、
豊
ま
で
葬
霊
祭
実
施
一
さ
め
た
。
一
た
。
一
繁
一
万
護
憲
章
警
の
一
星
第
一
一
に
許
可
を
警
暴
続
接

2

一
で
き
な
い
喜
つ
じ
し
て
護
所
持
許
す
く
注
意
し
て
下
さ
い
。
一
瞬
輔
、
一
一
末
年
度
は
一
等
司
資
金
と
し
て
、
わ
が
国
の
経
済

η
一
高
書
簡
並
び
に
喜
朗
雪
男

3

一
主
し
た
行
事
接
の
と
お
り
で
す
。
一
語
、
吉
川
上
映
映
顧
問
「
ひ
ろ
一
七
、
臨
問
題
認
の
灰
」
を
八
月
一
一
十
回
一
差
す
る
法
律
」
で
霊
に
な
り
ま
し
一
お
り
で
す
。
一
喜
己
一
望
書
な
げ
れ
は
な
り
ま
一
♀
著
書
」
一
八
千
五
百
八
十
万
一
自
立
促
進
、
震
没
者
華
僑
よ
な
了
て
こ
の
運
動
義
吉
推
進
す
る

抱
一
一
、
童
書
警
を
八
月
一
日
発
行
し
ま
」
元
良
」
「
長
何
事
」
「
一
空
一
一
一
十
日
ま
で
十
回
関
、
市
内
議
一
た
の
で
、
現
在
襲
警
お
持
ち
の
方
一
十

E
E

平
一
月
二
十
九
日
ま
で
一
せ
ん

u

一
一
ロ
ロ
ロ
ロ
丹
、
ニ
十
九
年
度
て
わ
れ
わ
れ
の
塁
か
な
と
え
へ
?
と
に
な
り
ま
し
た
の
て
重
重

付
言
語
量
、
E
E

一
室
星
空
で
たo
Z

し
た
。
一
は
、
次
の
乙
記
事
注
意
し

2

一
リ
望
号
っ
て
い
量
号
、
午

1
1
1
l
i
l
i
-
-
l
i

一
は
一
億
七
百
万
円

ι
、
雪
量
が
一
撃
さ
れ
て
、
最
も
有
効
量
れ
て
一
議
選
一
雪
害
毒
事

線
九
一
問
問
詑
ド
一
一
一
日
間
一
輝
本
蟻
禁
惨
事
世
界
大
会
引
委
主
つ
の
言
語
一
ベ
刊
誌
持
制
持
品
一
一
個
一
飾
ろ
う
胸
行
惑
い
羽
根

μ

一
日
計
甘
い
一
日
誌
一
一
同
刊
日
比
い
F
1
4
L
H
H
主
主
←
-
忽
主
主
昼
ゑ
主
主
乞
主
晶
色
包
主
ミ

-
-
h

℃
込
h、
ミ
~
胤
モ
宝
く
胤
モ
宝
く
←
-
く
-
く
主
言
一

官
耳
詩
詩
げ

J詩
吋
川
M叶
日
』
吋
詩
弓
叫
諸
諸
諸
諸
時
野
読
韮
恥
駐
駐
引
引
一
広
島
大
会
概
要
一
百
持
口
日
一
下

1
iか
ら
猟
霊
銃
己
品
号

M官
じLよ
考
LうL一J凶
町
肝
十
民
峠

U針
時
れ
吋
千
諒

U軒
封
幻
巧

1
U以
と
一
戸
一

l
}ゆ
生
小
竿
一
共
向
募
金
に
愛
の
手

Z

を
一
叩
否
宵
耳
頁
叩
刊
刊
珂
持
吋
刊
巧
兄
一
一
一
一
一
持
諸
一

1誌
堆
ヰ
現
寸

U
U
山
伺1J叶沈
川
叫
山
一
日
同
信
長
十
で
れ
い
け
一
明
持

K
M計
時

5
2

溺
妻
、
喜
代
表
一
震
な
昼
間
最
大
言
、
一
の
公
会
堂
で
、
八
月
六
日
吉
八
日
ま
一
に
県
公
芸
員
会
の
許
可
基
け
な
け
一
号
案
等
)
事
つ
て
な
る
べ
く
五
冊
募
金
の
目
的
一
で
す
。
重
量
組
合
お
き
か
も
、
九

O
話
題
量

J
Lき
り
た
一
な
い

ζ
と
に
な
っ
五
り
ま
す
。
一
言
被
保
殺
害
保
授
す
る
た
宍

有
毒
事
、
霊
童
話
組
合
協
=
隠
爆
撃
後
十
周
年
を
迎
十
一
え
た
広
島
市

7
一
一
一
日
間
間
に
わ
た
る
会
議
の
索
開
か
れ
ば
持
つ
乙
と
が
で
き
ま
せ
九

ο

一
阜
的
手
続
を
し
エ
下
さ
い
。
一
だ
れ
で
も
、
し
あ
わ
せ
を
ね
が
っ
て
い
一
で
も
陪
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。
社
会
か

τ
ιを
ま
と
レ
長
保
険
者
資
格
得
一
語
、
失
業
保
険
金
を
受
け
る
に
は
、
一
号
い
う
不
在
毒
事
号
、
ま
た

整
鑑
轟
大
金
豊
富
一
号
。
言
言
、
コ
ル
ク

2
5
1
5
で
は
九
月
十
五
日
か
ら
仮
受
付
一
手
。
一
ら
は
ば
れ
て
は
生
浴
場
?
と
喪
制
度
言
、
室
著
者
に
平
達
し
て
い
て
い
つ
で
白
書
喜
一
置
に
き
い
ま
す
。
護
軍
の

ゴ
原
水
爆
撃
を
季
最
長
室
、
主
主
主
2

一
大
会
第
一
日
の
否
問
午
前
京
一
発
射
す
る
も
の
き
外
事
で
あ
り
一
け
で
で
お
り
ま
す
。
一
塁

z
g

あ
る
た
め
に
品
、
一
芸
者
み
九
な
の
幸
福
の
た
め
に
一
義
勢
語
、
義
的
労
働
者
討
に
き
霊
的
な
働
く
室
長
刃
一
正
し
い
運
営
を
す
る
た
め
室
長

一
界
最
初
め
襲
撃
の
日

i
か
ら
一
一
玄
関
、
E

量
産
ヒ
ロ
シ
マ
」
に
一
ち
本
会
警
題
、
午
前
号
、
議
長
弓
。
一
許
可
に

5
3

君
主
宰
よ
そ
の
き
い
る
家
庭
の
し
あ
わ
せ
が
一
た
す
け
あ
ラ
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
一
塁
警
で
あ
り
ま
す
。
一
が
な
い
と
警
ま
せ
ん
が
、
警
申
一
の
警
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寸
E
q
3
i

ロ
ツ
ペ
ア
メ
リ
ペ
ア
ジ
ア
諸
国
の
皇
室
長
、
日
一
密
室
、
大
会
運
営
議
員
の
選
出
ぱ
一
管
内
暴
く
乙
主
家
の
押
入
れ
や
重
写
、
許
可
訟
交
付
手
数
料
二

O
白

ι

一
守
ら
れ
な
け
設
な
ま
せ
ん
:
そ
し
一
ず
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
福
祉
皆
保
っ
と
一

ζ

乙
で
御
注
意
申
し
み
た
い
の
は
、
一
に
は
ぬ
き
な
が
ら
貰
っ
た
り
、
働
条
一
(
毒
薬
襲
警
耐
)

ヱ
暗
殺
同
信
長
野
れ
し
た
重
量
一
信
一
一
目
当
日
一
引
揚

i
i
f
u
引

i
G

訪
れ
住
一
主FL
i
p

崎
日
は
直
下
l

一
話
器
官
長
持
続
五
一
円
一
刊
誌
刊
誌
日
現
錯
誤
詩

M
M諮
問
ぽ
草
川
知
配
舎
に
軒
一
日
計
百
三
一
話
石
市
長
一
秋
の
溝
口
轍

iに
一

1
1
1
5

す

一
一
昨
服
部
月
一
七
日
一
日
一
一
一
一
住
民
刊
誌
日
一
明
日
訪
れ
開
店
詰
昭
一
一
一
一
心
持
討
す
計
一
許
自
説
一
刊
誌
主
計
内
々
告
別
措
詔
一
一
一
一
ー
か
ら
一
一
十
日
ま
で

一
員
ま
し
た
。
十
年
の
悲
劇
の
あ
と
は
さ
お
号
、

i

れ
て
お
り
ま
せ
長
」
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
大
会
気
分
一
幕
の
憲
議
霊
平
る
資
料

ζ

一
最
後
古
書
れ
ま
す
の
で
、
未
豆
霊
の
た
め
に
た
す
け
あ
っ
と
い
う

ζ
一
季
出
し
あ
っ
て
、
明
る
い
、
票
、
一
、
川

1
0

一
一
J
し
い4

一

喜
一
。
君
、
乙
の
会
議
に
脅
し
た
室
内
撃
者
の
?
を
き
い
て
、
い
よ
い
一
議
り
言
。
一
し
文
言
事
提
出
し
て

7
2
5

藷
ま
で
御
章
一
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
霊
喜
一
宮
よ
い
、
官
申
に
す
る
こ

ι
L一
警
ん
は
合
2
S
人

5
1
3
5
i一

L
T
E
E
-
f
票
又
U
B
守

主
義
人
語
選
告
が
私
た
ち
心
心
?
ち
ま
し
九
将
苦
し
長
一
大
喜
一
一
一
日
は
午
前
九
時
宮
内
外
一

E
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な
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ま
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損
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迎
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潔
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れ
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摂
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回
付
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了
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と
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象
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お
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る
た
め
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九
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葉
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草
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萎
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事
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暴
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る
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縮
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一
等
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国
襲
撃
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に
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一
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事
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号
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実
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刀
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よ
う
に
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訴
え
ま
す
。
一
ま
な
お
「
病
負
っ
て
い
る
著
者
」
一
轟
圭
議
麟
的
事
知
畠
せ
一
否
、
舎
で
の
会
員
持
暴
露
一
片
同
年
十
月
一
一
十
習
に
こ
の
擦
ぎ
て
い
ま
す
。
一
子
供
連
ず
遣
っ
た
道

L

る
ベ

出
W
Fけ
れ
ど
も
私
遥
の
言
、
悪
襲
警
護
伝
禁
止
す
る
乙
こ
ろ
ま
で
は
栄
一
的
蓄
を
綜
高
に
紹
介
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